
 

一般質問回答書         ［令和２年第２回（６月）定例会］ 

質問者 神武 綾 議員 

質問順位 質問番号 要旨番号 
回答作成部署 教育部 学校教育課 

７ １ （1）～（3） 

[質問件名] 

１ 小中学校での熱中症対策について 

[質問要旨] 

 夏季休業期間が短縮となり、児童生徒の登下校時を含む、学校生活での暑さによる体

調不良や熱中症対策について伺う。 

 １） 飲料水の確保について 

 ２） 体育・プール授業の対応について 

 ３） 学校施設整備の対策について 

[質問回答] 

 １件目の「小中学校での熱中症対策について」ご回答いたします。 

まず、１項目めの「飲料水の確保について」ですが、各学校におい

ては、水筒を持参するように指導しています。また、全中学校には体

育的部活動における熱中症発症リスクが高いことなどを理由に、自販

機が設置されています。 

 児童生徒の実態として、夏の暑い時期は早い時間に水筒の飲料を飲

み干してしまいがちですので、学校は家庭と連携しながら持参する量

や飲み方など、適切な水分補給について指導しています。 

本市小中学校の水道水は、「太宰府市公立学校簡易専用水道維持管

理要領」に基づき、業者、学校、教育委員会が定期的な保守点検や水

質管理を行っておりますので、安全面・衛生面の問題はなく、飲料水

として利用することができます。議員ご指摘の、水飲み場の整備やペ

ットボトルの無料配布、冷水器の設置等については必要に応じて検討

してまいります。 

 次に、２項目めの「体育・プール授業の対応」についてお答えしま

す。 

文部科学省から体育の授業及び運動部活動におけるマスクの着

用は不要との通知を受け、本市においても同様の対応をとるよう

にしていますが、感染のリスクを避けるために、児童生徒の間隔



を十分に確保するなどの対策を講じるようにしています。 

水泳授業につきましては、更衣室やプール内における児童生徒

の密集・密接を避けるため、近隣市同様、今年度はプールで行う

指導を実施しないこととしています。 

 次に、３項目めの「学校施設整備の対策」につきましては、現

在、市内小中学校の全ての普通教室・特別教室に空調設備を設置

しており、いち早く熱中症対策を行ってきたところです。 

 本年度は、新型コロナウイルス感染症対策として、文部科学省

から示されているガイドラインに従い、授業中は原則常時、２方

向の窓を同時に開け、換気に留意しながら、エアコンや扇風機等

も併用して熱中症を防いでまいります。 

また、体育館の空調設置につきましては、大空間であるために

かなりの事業費が見込まれ、日頃からの必要性・有効性など費用

対効果を考慮いたしますと早急な整備は厳しい状況ですが、更な

る検討を重ねて参ります。 



 

一般質問回答書         ［令和 ２年第２回（６月）定例会］ 

質問者 神武 綾 議員 

質問順位 質問番号 要旨番号 
回答作成部署 健康福祉部 元気づくり課 

７ ２ （1）、（2） 

[質問件名] 

２ 子育て世代包括支援センターについて 

 

[質問要旨] 

 今年度の開設に向けた整備工事の進捗状況について 

 １） 11月頃、工事開始は予定通り可能なのか。 

 ２） 業務体制、レイアウト等について、予算特別委員会での質疑後、再検討は 

行われたか。 

[質問回答] 

 ２件目の「子育て世代包括支援センターについて」ご回答いたしま

す。 

 まず、１項目め「今年度の開設に向けた整備工事の進捗状況」に関

して「11月頃、工事開始は予定通り可能なのか」についてご回答いた

します。 

当初の子育て世代包括支援センター改修事業計画では、５月から設

計の業者選考に入る予定でしたが、新型コロナウイルスの影響により、

若干遅れている状況です。 

なお、緊急事態宣言も解除されましたことから、今後はスケジュー

ルに従って、事務作業を進めてまいりますので、少し遅れが生じる可

能性はあるものの、おおむね予定どおりに進められると考えておりま

す。 

次に、２項目めの「業務体制、レイアウト等について、予算特別委

員会での質疑後、再検討は行われたか」についてですが、予算特別委

員会の質疑後再度協議を行い検討いたしましたが、国から示された令

和２年度内に設置をするという期限をクリアするために予算面やスケ

ジュール面を考慮いたしまして、現行の計画通りで進めていくことと

いたしました。 

また、業務体制のひとつである相談業務につきましては、子育て支



援センターとして気軽に相談してもらえる環境や雰囲気を作ってまい

りましたので、今の相談しやすい環境を保ちながら、母子保健担当

の職員も同じ施設に入ることで、スムーズに連携しながらワンス

トップの相談業務ができるように努めてまいりたいと思います。 

また、子育て世代包括支援センターの設置場所につきましては、

予算特別委員会の際にも回答いたしました通り、いきいき情報セ

ンターへの設置についても検討いたしましたが、すでに子育て支

援センターを設置している施設の方が市民の方からわかりやすい

ということもあり、子育て支援センターを改修して設置すること

といたしました。 

 


